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今年度、お父さんの会の代表を務めることになりました、山本です。

「父親の関わりが子どもの将来に良い影響を与える」と耳にしました。本当かど

うかは分かりませんが、親にとっても貴重な経験となるこの三年間、少しでも関

わってみたいと思い、入会しました。

先日の活動では、薪割りと側溝の土かきを行いました。ケヤキに苦戦するお父

さんたちの奮闘でたくさんの薪ができ、私は四十肩と相談しつつ土かきを担当

し、無事にやり遂げました。一緒に汗を流すことで、心地よいリフレッシュの時

間になりました。

すっかり綺麗になった側溝ですが、思わず笑ってしまうような話を聞きまし

た。かき由した土はさっそく子どもたちの絶好の遊ぴ道具 ,こなり、芝の滑り台前

は早くも上で埋まってしまったそうです。自分たちの作業がすぐに豊かな遊びに

緊がったことを嬉しく思うとともに、「どうやらこれからも定期的な出番があり

そうだな」とやりがいを感じています。

これからも「子どもを真ん中に」、親同士の輪も少しずつ広げながら、楽しく

活動に関わつていけたらと思います。どうぞよろしくお願いします。
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